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講  評 
ユニット折り紙から作るくす玉について，その構造を数学的に考察した優

れた作品です。実際にくす玉を制作したり，Geoshapes（ジオシェイプス）

というツールを組み立てたりして，さまざまな多面体を丁寧に調べており，

粘り強く取り組んでいます。折り紙は，日本の誇るべき伝統文化の一つです

が，折り紙の国際学会が設立されて研究大会が開かれたり，オリガミクスと

いう言葉ができたりして，たいへん注目されています。レポートにも書かれ

ていますが，凸という条件を外してくす玉を組み立ててみるなど，仕組みの

分析を続けていってほしいと思います。 
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